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ィの成長と社会／国家との関係について、F. Moretti と J. Esty による伝統的写実小説およびモダニズムの 
Buildungsroman のあり方に関する考察を参照し、F. Jameson の論じる個人と国家／帝国の関係の問題を背景にフ
ォースターの描くパーソナリティの独自性を浮き彫りにする。初期の作品の中でフォースターが描いたクィアな主体の




第１章 Development and Decline of Personality では、フォースターの啓示的瞬間がどのように現れているのかを






第２章 Narratives of Hetero- and Homosexual Love では、初期長編小説における象徴的瞬間が、いかに異性愛・
同性愛の発展に関わっているかを論じている。Where Angels Fear to Tread, 1905 では、主人公フィリップがジーノと
は同性愛的な、キャロラインとは異性愛的な関係を構築するが、彼の成長と挫折は従来型の教養小説とは異なるクィ




自己形成として描く。A Room with a View, 1908 では、ヴィクトリア朝的な因習から解放された真実の愛に目覚める
異性愛のカップルが描かれるが、同時にそれは、「聖なる湖」での水浴場面に見られるような同性愛的な関係の発展
もあってこその達成と言える。しかし、戦後、フォースターは “A View without a Room” というこの物語のエピローグ
を書き、このカップルが幸せに結ばれる結末を否定している。戦前には可能であった若者とイギリス国家との理想的
な同一化が戦後不可能になったことが明かされるのである。 
第３章 Monologic and/or Polyphonic Narratives では、Howards End とモダニズムを代表する V. Woolf の To the 






第４章 Personal, Impersonal and Appropriated Voices では、帝国と自己という観点から A Passage to India にお
いて破滅的瞬間として描かれるマラバー洞窟の象徴的瞬間に注目する。啓示的瞬間がアデラの成長へと結びつか
ない点が独特であり、フォースターのナラティヴの独自性が、同じく女性の成長と挫折を描いたウルフの Mrs. 







出す不条理は S. Beckett の Waiting for Godot, 1952 にも通じるものであり、フォースターの姿勢はウルフのモダ
ニズムよりも徹底したものであったとも言える。 
 岩崎氏の分析は、フォースターが A Passage to India 以降小説を書かなくなった「謎」にも一定の答えを示すもの
であり、今後のフォースター研究に寄与するところ大である。審査の過程で、モダニズムをいわゆる「印象のシャワ
ー」で表すことだけのように簡略化して捉えているきらいがあること、Traditionalism と Modernism という言葉のもつ
「- ism」のニュアンスが本人の思想／姿勢という別の方向をも示唆してしまうこと、Jameson の言う帝国主義の向かう
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